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オール産能　in 松島　《絆》� 2016.6.11 （sat）
日本三景のひとつ宮城県松島で第21回 校友大会を開催します！

2016  Spring

Alumni Association

PATIO

自由が丘産能短期大学卒業生の全国大会である「第21回校友大会」が2016年6月11日（土）に、宮城県宮城郡松島
町「ホテル松島大観荘」を会場として、開催されます。

今回のテーマは“オール産能　in　松島《絆》”です。
東日本大震災から5年が過ぎましたが、復興はまだ道半ばです。そこで、短大卒業者だけでなく大学卒業者を交え

「オール産能」で大会を開催し、復興を少しでも支援しようというのが最大の目的です。
プログラムおよび参加お申込み方法は次のとおりですので、皆さん奮ってご参加ください。

◆【「第21回校友大会」プログラム】

第1部	 式典（藤の間）13：30 ～ 14：20
母校ご来賓ご挨拶
会務報告
校友会功労者表彰
優良支部表彰

第2部	 記念講演（藤の間）14：30 ～ 16：00
「老舗の知恵を活かす被災企業再建」
ＩＭコンサルタント代表取締役
	 平松　陽一先生

第3部	 懇親会（千代の間）16：30 ～ 19：00
母校ご来賓ご挨拶
パーティ（円卓着席）
郷土演芸
アトラクション

会場のホテル「大観荘」

日本三景「松島」

PATIO電子版登録受付中！　詳しくはP15をご覧ください
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日本三景のひとつ宮城県松島で第21回 校友大会を開催します！

◆校友大会への参加費用とお申込方法
●参加券
・前売り参加券1枚6,500円（5月12日締め切り） 
本誌同封の青色「払込取扱票」（加入者名：自由が丘産能

短大校友会　校友大会）をご利用のうえ、お近くのゆうち
ょ銀行または郵便局から5月12日（木）までにご送金いただ
いた方に適用させていただきます。
・当日参加券は7,000円となります。
●第21回校友大会賛助金（任意です） 

1口5,000円（１口に満たなくても結構です） 
“校友大会”の趣旨にご賛同とご支援をいただきたく設け
ました。校友大会にご参加の方はもちろん、ご参加いただ
けない方も、ご協力をお願い申し上げます。ご協力いただいた賛助金は、第21回校友大会の開催運営に活用させて
いただきます。また、ご協力いただいた皆様のお名前を次号のPATIO（9月発行） に掲載させていただきます。 
●校友大会参加のお申込み方法
本誌同封の青色「払込取扱票」（加入者名：自由が丘産能短
大校友会　校友大会）に以下の①～⑥をご記入のうえ、お近
くのゆうちょ銀行または郵便局からご送金ください。
①参加者全員の氏名（参加者用名札を作成します）
②送金の内訳　校友大会参加券○○円、ツアー○○円
③校友大会賛助金（任意です）○○円
④卒業課程と卒業年月
⑤卒業生コード（本誌送付封筒の宛名ラベルに記載の19また
は20から始まる12桁数字。不明の場合は記入不要です）
⑥郵便番号・住所・氏名・ご連絡先電話番号
・恐れ入りますが、振込手数料はご負担願います。ATMをご
利用いただくと、窓口よりも手数料が割安です。

・入金を確認しだい「第21回校友大会参加券」および「ツアー
詳細案内（ツアー申込者のみ）」をお送りいたします。
　参加券は当日必ずご持参いただき、受付にてご提示ください。
・同封の青色「払込取扱票」（加入者名：自由が丘産能短大校友会　校友大会）を紛失された場合は、校友会事務局
までご請求いただくか、ゆうちょ銀行または郵便窓口備え付けの用紙に以下の口座番号・加入者名および上記①
～⑥をご記入いただきご送付ください。
口座番号：東京　００１４０－２－０５７５３５７
加入者名：自由が丘産能短大校友会　校友大会

校友大会 会場

ホテル松島大観荘
〒981-0213
宮城県宮城郡松島町松島字犬田10-76

ホテル松島大観荘に宿泊を希望される方
は、自由が丘産能短期大学「校友大会」の
参加者であることを伝え、下記までお申込
みください。（4月30日締切り）

【お問合せ・お申込みは】
㈱新日本バス旅行センター
担当：津田営業部長
Tel：0225-73-3440
Fax：0225-73-4689

★自由が丘産能短期大学を2015年9月
および2016年3月にご卒業の皆さんは

校友大会参加無料です

ご希望の方は、本誌最終ページのはがき裏
面の住所氏名等必要事項と、「連絡の内容」欄
に「第21回校友大会無料招待希望」と明記の
うえ、5月12日までにお送りください。
なお、大会翌日のツアーにご参加の場合は、
参加費6,000円が必要となりますので、別途払
込取扱票よりお申し込みください
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日本三景のひとつ宮城県松島で第21回 校友大会を開催します！

ＩＭコンサルタント　代表取締役
コンサルティング歴35年
玉川大学工学部経営工学科卒業。組織コンサルティング活動を経て、1983年にＩＭコンサルタント代表となる。
３０冊以上の著書や数多くの講演実績がある。
講演内容も理論ではなく、実際に使える知識を講演するため、すぐに役立つという評判
が高い。
東日本大震災以降、現在も三陸地方を回り、企業の再建を行っている。
クライアントは、大企業（官公庁）から中小企業まで多岐にわたる。
主要著書：『新規開拓営業が企業を救う』、『一生懸命売ろうとするから売れない・売れ
ないときの売れる営業・「でっかい仕事」をやってみないか』、『100年続く老舗に学ぶ　
生き延びる企業の組織存続力』（以上、産業能率大学出版部）
『この老舗に学べ』（フォレスト出版）、『同行営業７日間トレーニング』（同文館出版）、『営
業部長のつくり方』（ＫＫロングセラー）、『これなら面白いほど営業マンが育つ』（すば
る舎）、『教育研修の効果測定と評価のしかた』（日興企画）等、多数ある。

＜講師からのメッセージ＞
私が経営コンサルタントを生涯の仕事にするきっかけは、10代の時に上野陽一先生が翻訳をしたテーラーの『科
学的管理法』を読んだことにあります。その後、30代から40代にかけて産業能率大学の先生方とご一緒させていた
だき、実践的な能率学を学ぶことができました。
これが私の経営コンサルタントとしてのベースにあります。
また、コンサルティング活動を通して、多くの老舗と関係することができました。老舗がなぜ長寿なのかを調べ
て分かったことは、能率的な仕事の進め方をしているということです。
東日本大震災から5年、被災企業の復興には老舗の能率的な仕事の進め方が有効であるということを実感してい
ます。
そのことを、皆さんにお伝えできればと考えております。

○平松陽一先生　プロフィール

◆　翌日研修ツアー　6月12日（日）

参加費：6,000円

内容：松島海岸から観光船で松島湾を縦断し塩釜港へ。

壊滅的な被害を受けた宮城県名取市閖上（ゆりあげ）地区へバスで

移動し、現地の状況を見学。

バスで仙台市内へ移動し、昼食後解散。

参加お申込みは、本誌同封の校友大会専用の払込取扱票（青色）にて。
ツアーのみのご参加も歓迎です！
（氏名の記入漏れがないようご注意ください）。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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春の花咲きの時期が近づくこの

時期、校友会員の皆さんいかがお

過ごしでしょうか？中京支部（愛

知・三重・岐阜）を担当していま

す支部長の清水孝紀です。

昨年度は事務局長の不在に伴い、皆さまに大変ご心

配をおかけし申し訳ございませんでした。昨年の総会

と臨時役員会を通じ、平成27年度からは新事務局長

を久留宮藤仁さんに担って頂けることになり、中京支

部はめでたく復活しました！！

さて、そんな新生・中京支部の活動としましては、

昨年１２月に早速忘年会を行いました。提供された豪

平成 27 年 10 月 24 日（土）、25

日（日）第 9 回中部・甲信越ブロ

ック会議＜長野、富山、中部、静岡、

新潟＞が開催されました！

今回は新潟支部が幹事支部ということで新潟県妙高

市の妙高高原朝日山荘にて 18 名の参加を得て支部交

流会を開くことが出来ました。はじめに各支部の支部

長、事務局長の皆様から日頃の支部活動の報告をいた

だき、本部（校友会）への協力を含め有意義で内容の

ある会議となりました。

会のあとは、温泉につかり身体も心もゆったりのん

びりと！　そして、お楽しみの懇親会へ。朝日酒造の

銘酒久保田など日本ワインコンクール 2015 で金賞受

賞の「ヘリテイジ」（マスカット・ベリーＡのワイン）

など、卒業生で岩の原葡萄園のワインアドバイザーの

藤井佳美さんより格安に提供していただいたワインに

華な料理には皆さん目が点になるほど驚いておりまし

た。またその席では健康について話題が盛り上がり、

美味しい！楽しい！そして「健康を維持するにはどう

すれば？」など、たくさんの思いや考えを共有するこ

とが出来た貴重な忘年会でした。

まだ微力である私たちでありますが、今後も一歩一

歩前に進み、中京支部の活動を活発に行っていきたい

所存であります。また大学校友会・学生会との連携も

大切にしていきたいと考えております。復活した中京

支部を暖かく見守って頂きますと嬉しい限りです。
� （中京支部支部長　清水孝紀）

参加者が舌鼓を打ちました。

翌朝は澄んだ青空に艶やかな紅葉のいもり池を散歩

して藤井さんの案内で日本ワインぶどうの父・川上善

兵衛氏創業のワイナリー見学へ。国登録有形文化財の

第一号の石蔵（ワインセラー）へと案内していただき

ワインの学習をいたしました。

宮城の校友大会での再会を約束して帰路につきまし

た。次回 10 回目となるブロック会議は中部支部の担

当となります。� （新潟支部事務局長　鈴木進治）

中京
支部

新潟
支部

支部だより
再スタート！平成２７年度の活動報告

第９回 中部・甲信越ブロック会議を開催しました
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支部だより

平成27年11月8日、待ちに待っ

た福岡支部と長崎支部の合同研

修会「船上から長崎の世界遺産を

見る」が開催されました。秋の長雨と言われる通り、

研修会の前日も、当日も、翌日も雨の予報。集まった

メンバーの雨男、雨女を捜しつつ空を眺めていたらお

天気の女神がにっこり。風は強いものの、奇跡的に当

日は曇りから晴れへと転じ、傘は全く不要の好天に恵

まれました。長崎の行事と言えば雨、雨、雨・・・と

いうプレッシャーから解放されほっと一息つく長崎の

幹事長の姿が印象的でした。

復元帆船観光丸

参加したマーメイド？

「明治日本の産業革命遺産（世界文化遺産）」「世界

新三大夜景（長崎・香港・モナコ）」の認定に湧き上

がる長崎ですが、今回は 2016 年に世界遺産入りが

確実視されている「長崎の教会群とキリスト教関連資

産」を逸早く鑑賞できる絶好のチャンスでした。なか

でも目玉は復元帆船「観光丸」（安政 2 年＝ 1855 年）。

長崎海軍伝習所練習艦としてオランダより江戸幕府に

贈呈された軍艦です。長さ 53m、幅 9m、150 馬力、

排水量 400 トンの日本で最初の蒸気船。普段でした

らこの船で長崎港をクルージングできるのですが、こ

の日は風が強く、安全のため『帆船観光丸』は残念な

がら中止になりました。

「この位の風で…」という思いはありましたが、乗

り換えた「クルージング船」の船上で強風と揺れを体

感。やはりキャプテンの判断は正しかったと感じまし

た ( 帆船は重心が高いため、風に弱い )。長崎港内に

でた我々の眼に飛び込んできたのは「ジャイアントカ

ンチレバークレーン」「第三ドック」「巨大なＬＰＧ船」

「巨大な豪華客船 (10 万トン超 ) を建造中の三菱重工

長崎造船所」など。戦前、戦後の造船の歴史のアナウ

ンスを聞きながら改めて明治時代に築かれた産業革命

が今の長崎、そして日本を作ってきたことを実感しま

した。

クルージング船の甲板で強い風に髪を乱され（一部

の例外を除く。笑）、帽子を飛ばされながらも香焼工

場の 100 万トンドックの壮大さには目を奪われまし

た。女神大橋（高さ 65 ｍ）の真下をくぐり抜け１時

間弱の長崎港クルージングを堪能できました。

上陸後は出島ワーフ ( 海のすぐ側 ) のレッドランタ

ンで中華の定番（チャンポン、皿うどん、チャーハン

など）に舌鼓を打ちました。続いて「長崎さるく」に

向うことに。昼間のビールで少し足もおぼつかない人

もいましたが、出島から向かった先は「西坂公園（日

本 26 聖人殉教地）。ここは長崎駅のすぐ傍にあり、

豊臣秀吉の禁教令により 1597 年信者や宣教師ら 26

人が殉教した地です。

その後、16 世紀末からこの地にあった「サン・ラ

ザロ病院」と「サン・ジョアン・バブチスタ教会」が

禁教令により破却され、その跡にできた「本蓮寺 ( 勝

海舟が海軍練習所時代に 4 年間滞在した寺 )」へと足

を運びました。本連寺住職にご説明頂いた「キリスト

教徒と仏教徒」の歴史は興味深く、特に仏教徒はキリ

スト教信者により迫害、虐待されてきたという話は、

今までの自分の知識を覆すほどのインパクトでした。

その後、「福済寺」（巨大な観音様で有名：坂本龍馬も

逗留）、「聖福寺」を経て、慌ただしく長崎駅前につい

たのは集合２分前。

長崎の歴史を振り返りながら学ぶ長崎・福岡合同研

修会(21名参加)は実に楽しいものでした。ご参加い

ただいた皆さま、特に福岡支部の皆さまには感謝いた

します。� （長崎支部副支部長　松尾健蔵）

長崎
支部

～♪　船上から見た長崎の世界遺産　♪～
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支部だより

昨年は山口支部初めての旅行「花燃ゆツアー」「みかん狩り」を行うことができました。以下、

支部総会とともに報告いたします。

◆「花燃ゆツアー」

平成27年10月11日(日)・12日(月・祝)、山口支部25周年記念「花燃ゆツアー」を平石会長ご夫妻、鈴木相談役ご

夫妻、本部役員など県外から16名のご参加と山口支部会員10名で実施しました。

1日目の11日は、午後から新山口駅を貸切バスで萩市へ行き、松下村塾、

花燃ゆドラマ館、武家屋敷散策、萩博物館を見学しました。宿泊は湯田温泉

のホテルニュータナカで、懇親会を行い親交を深めました。

2日目の12日は、午前中に山口市の雪舟庭見学と大内塗体験、昼食後は瑠

璃光寺五重塔、サビエル記念聖堂を見学し、新山口駅でお別れとなりました。

このツアーにより、本部など県外からこられた皆さまと2日間一緒に行動す

ることで、校友の絆としての仲間意識をより深めることができました。おも

てなしの心で一致協力、有難いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

これまでツアーを行ったことはなく、その上本部など県外からご参加いた

だく1泊2日ツアーは難しいと感じていましたが、本部から参加支援、支部の

皆さまの熱心な取り組みで実施することができました。ツアーではいろいろ

と行き届かない点がありましたが、参加皆さまの温かい大きな心で、楽しく、

事故なく終了することができました。心よりお礼申し上げます。

◆「みかん狩り」

平成27年12月20日(日)柳井市伊保庄の佐藤副支部長の近所

のみかん園で支部会員、家族(支部長の娘さん)、そして佐藤副

支部長が指導しておられる地元合気道の親子の方と一緒にみか

ん狩りを行いました。みかんを食べたり、沢山もぎ取ったりし

て楽しみました。袋いっぱいに詰めてもみかんの木にはまだま

だ残っており、数の多さに圧倒されました。

その後、佐藤副支部長宅の庭でバーベキュー、懇親を深めま

した。瀬戸内海が見渡せて、美味しいお肉、飲物も加わり、大

らかな気持ちで十分楽しむことが出来ました。車の送迎、みか

山口
支部

花燃ゆツアー、みかん狩り、支部総会報告

ホテルで懇親 野村理事のお世話で寸劇披露懇親会を盛り上げる

大内塗箸づくりを体験

武家屋敷散策
萩市岩垣会員、萩同行参加

「 松陰神社前で記念撮影 」

みかん狩り



− 7−

支部だより

ん狩り、バーベキューと全てお世話いただいた、佐藤副支部長、奥様、

ありがとうございました。

◆「支部総会」

平成２８年１月１０日(日)、２７年支部総会を、来賓として平石会長、

鈴木広島支部長、高橋岡山支部長にご臨席いただき、支部会員１４名と

の計１７名で開催しました。総会では始めにご逝去されました上野一郎

産能大名誉顧問に黙とうを捧げました。そして、２７年事業報告、収支

決算と２８年事業計画、収支予算を承認。役員改選では、新しく野村副

支部長、中原理事、林理事、重本監事を選出しました。      

研修会では、中原新理事から「我が集落の中山間地農業の取り組み」

について、スクリーンを使用して分かりやすく丁寧に説明いただきまし

た。農業経営の実態、生産性の向上、健全経営へ取り組みなどについて

学びました。中原理事ありがとうございました。

懇親会では、皆さまから近況などお話しいただき、親睦・交流を深めました。    

平石会長、鈴木広島支部長、高橋岡山支部長から温かい助言・アドバイスをいただき、支部の課題と今後の取り組

む方向など学ぶことができました。ありがとうございます。 

今回は初めての出席(女性２名の支部会員)もあり、明るい和やかな雰囲気になりました。新しい風、女性のお力を

期待しております。どうぞ今後もお気軽に、出席をお願いします。

支部の皆様が参加してよかった、出席してよかった、と感じてもらえるよう努めてまいります。これからもご支援・

ご指導、よろしくお願いいたします。� （山口支部長　松田茂）

群馬支部総会案内

群馬支部は昨年２０周年を迎え、役員も改選し新たな一

歩を踏み出しました。さて、例年行っています群馬支部総

会を、下記のとおり５月１５日（日）に計画いたしました。支部会員の皆さま、

支部会員でない多くの卒業生の皆さまも参加をお待ちしております。

記

月　日	 平成２８日５月１５日（日）

場　所	 高崎市中央公民館　０２７－３２２－５０７１

	 高崎市末広町２３－１

時　間	 １３時～受付　　１３時３０分総会開始

内　容	 事業報告・計画、講演会、懇親会など

出席希望者は、５月７日（土）までに下記の支部事務局まで。

※問合せ先	 〒37０-2603　群馬県甘楽郡下仁田町馬山５７６８－１

	 自由が丘産能短大校友会　群馬支部事務局長　関口正浩　

	 電話：０９０－４０１２－６３０９

※右の写真は昨秋に実施した「わたらせ渓谷鉄道沿線散策」の模様です。

群馬
支部

研修会「中原邦彦講師」

総会「全員で撮影」
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茨城支部では、下半期に 3 つのイベントを行いましたので報告いたします。

1 つ目は、9 月に実施しました【お茶会】です。9 月 6 日に「つくばカピオ」、9 月 27 日に「水戸市国際交流セン

ター」にて行いました。つくば会場は、参加者が 3 名と少なかったですが、校友大会の話題、時事の話題など盛り

上がりました。水戸会場は、参加者 6 名で実施。話題の中心は一泊見学会の内容で、皆さん楽しみにしていること

がわかりました。

2 つ目は、【一泊見学会】です。11 月 28 日・29 日に実施しました。1

日目は、利根川を渡り、千葉県香取市で佐原の町並み見学です。今回、平

石校友会長も新潟から夫婦で参加いただき、総数 11 名で実施しました。

佐原は、江戸時代から水運で栄えた街です。その栄華は今も残り、壮大な

山車や建物に残されています。また、日本地図を作った伊能忠敬の居住地

としても有名で、その功績を伊能忠敬記念館で見学しました。町並み見学

は、地元のボランティアガイドの方に案内していただき、約 2 時間のコー

スでしたが観るべきものが多く、時間が足らない感じでした。

宿泊は潮来市に移動し懇親会となりました。校友会について遅くまで熱

く語られる方が多くおられました。2 日目は、鹿島港に移動し海上から工

業地帯の見学です。最初は席に座って工場を見ているだけでしたが、大型

貨物船近くに寄ると一斉に立ち上がり、デッキに出て船の大きさを実感し

ていたのが印象的でした。

最後は 1 月 24 日に実施しました【新春講演会】です。前日から雪の予

報で天候が心配されましたが、当日は快晴でした。今回は支部会員の駒井

氏から「観相哲学」を講演いただきました。役員会で講演者を選定した際、

駒井氏から「俺、満州から引き揚げた時、占い師をやってたんだよ」「占

いには種類があるんだ」との話題に。そこで、今回講演をお願いした次第

です。講演では、手相、顔相、姓名判断などの基本的なことを解説いただ

き勉強になりました。「興味のある方は、相談に乗りますよ」とのことで

したので、個人的に別の機会にじっくり観ていただこうかなと思いました。

今年度も、4 月から色々な活動を行っていきます。校友会ホームページ

で確認のうえ、気軽に参加いただき支部活動を体感してください。

（茨城支部事務局長　橋本琢磨）

茨城
支部

2015年度下半期のイベント開催報告

お茶会

一泊見学会

一泊見学会ご参加の皆さん

新春講演会の様子 新春講演会ご参加の皆さん
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昨年10月24日「ふるさと探訪

総会」を開催。地元尾花沢在住

の五十嵐さんのご協力を得て芭蕉ゆかりの地・尾花沢

市を訪問しました。本部校友会理事の荒木さん、そし

て宮城支部長の太田さん、岩手支部長の佐藤さんのご

出席もいただきました。

山形駅に集合し、奥羽本線で車窓を眺め語り合いな

がら大石田駅に到着。バスに乗換え、向かっ

たのは「芭蕉清風歴史資料館」。芭蕉の足跡と

芭蕉を招き擁護した鈴木清風の説明を資料館

スタッフより聞き、芭蕉が宿泊した養泉寺ま

で 散 策 す る ル ー ト で し た。 養 泉 寺 は 最 上

三十三観音25番霊場の寺で、芭蕉が残した「涼

しさを　我宿にして　ねまるなり」の句碑が

残されていました。

総会は、徳良湖温泉「花笠の湯」の会場に

て行い、今年6月11日に宮城県の松島で開催す

埼玉支部ではいろいろなイベン

トを企画して会員間の交流をして

おります。

昨年１２月１２日（土）には外国人の講師を招いて

の英語の勉強会。そして新会員歓迎会、忘年会を開催

しました。

最近、街中で多くの外国人を見かけること

が多くなりました。そこで街で外国人に道を

聞かれたら英語でどう答えるかを勉強しまし

た。講師の先生は本職は映画監督ですが、日

本のメジャ－な英語学校で教鞭をとった経験

豊かな方で、講義はほぼすべて英語で行われ

ました。

今までの新会員の歓迎会ではなかなか新会

員の方に参加していただけませんでしたが、

今回は3名の支部入会があり、実りある企画だ

ったように思います。その後、懇親会では英

る校友全国大会のことや、次回で20回の節目を迎え

る山形支部の総会の話題で大いに盛り上がりました。

今年、山形支部は節目の20周年記念総会を、10月

22日(土) ～ 23日(日)に鶴岡の湯野浜温泉 愉快亭「み

やじま」に於いて開催予定です。日本海に沈む雄大な

夕日を眺めながらの総会にしたいと思います。

� （山形支部事務局長　黒田惣一郎）

語も飛びかう和気あいあいの新会員歓迎、忘年会を開

催できました。

2016年もいろいろ企画してまいりますのでお気軽

にご参加ください。埼玉支部のホームページもご覧く

ださい。

▽埼玉支部ホームページ：

http://sannosaitama.web.fc2.com/

（埼玉支部支部長　中嶋良一）

山形
支部

第19回総会を芭蕉ゆかりの地で開催

埼玉支部だより埼玉
支部

外国人講師を迎えての英語の勉強会
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支部最大イベントの「平成27
年度静岡支部総会」を、昨年の

11月23日に静岡市のクーポール會舘で、校友会本部
から高橋理事と吉岡理事及び富山支部の浦田支部長の
出席を得て総勢22名で開催しました。支部総会へ初
参加の女性会員3名を交えての総会でした。議事では
現行役員全員の留任と前年からの懸案事項であった、
支部発足以来初めての支部年会費のアップ（現行500
円⇒1,000円）を決定しました。これは通信費アップ
などへ対応したものであり、支部会員の皆様のご理解
をお願い頂ければと思います。

活動報告・計画・会計報告の後、講演会は、アロマ
インストラクターの池端小夜子さんによる「生活の中
の香り（アロマ）と健康」の演題で、実演を交えての
講演でした。＊＊　生活の中に香りを上手に取り入れ
て行くことは「疲労・ストレスの解消」や「リラクゼ
ーション」に役立つとの認識です。＊＊

懇親会は、ボジョレ・ヌーボの乾杯でスタートし、
会場内のテーブルでは、ワインとお料理と飯田会員が

諏訪地区では、健康つくり活動
として、平成27年9月27日（日）
諏訪湖一ウォーキングへ4名参加

しました。初秋のさわやかな風が湖面を渡る中、天気
にも恵まれ楽しく歩くことが出来ました。ゴールに到
着後、上諏訪温泉のホテルしんゆ（親湯）に入り、昼
食に美味しい蕎麦をいただきました。11月15日(日)
そばを楽しむ会11を下諏訪町「飛やじ」において13
名参加で行いました。メンバーが交代で蕎麦を打った
ほか新しい参加者もいて、本来の蕎麦打ちを学ぶ場と
もなりました。　

飯田地区では10月18日(日)地区総会を飯田市天竜
峡において10名参加で開催しました。地区総会後、
飯田市龍江「今田人形の館」で大宮八幡宮秋季祭礼に
奉納された国の無形文化財に指定されている「人形浄
瑠璃芝居 今田人形」を鑑賞し、宝永元年（1704年）
に始められ今に伝わるという郷土芸能に親しみまし
た。

扮した「チンドン屋」さんの登場や秋山会員のマジッ
クで会場が盛り上がり、毎年豪華景品のビンゴゲーム
での運試しの後、
懇親会は盛況裡
にお開きになり
ました（景品提
供 戴 い た 皆 様、
有難うございま
した）。

静岡支部総会
は毎年秋に開催
し て い ま す が、
今後は原則的に祝日の「11月23日開催」と日を決め
ての開催になりますので、皆様の年間スケジュールへ
織り込みをお願いします。

総会は、「議事・講演会・懇親会」の3本立てで開
催されており、個々の出席でも大歓迎ですので、多数
の会員のお顔出しをお願いします。

� （静岡支部事務局長　田中隆徳）

上伊那地区では平成28年2月7日(日)地区総会を伊
那市で開催し、長野県伊那文化会館において第10回
信州農村歌舞伎祭を鑑賞しました。大鹿歌舞伎保存会、
下條歌舞伎保存会、中尾歌舞伎保存会による歌舞伎を
鑑賞し、伊那谷に伝わる地歌舞伎を堪能しました。
【2016年度スケジュール】4月10日飯田市飯沼諏訪

神社御柱際見学（飯田地区）、同4月10日諏訪御柱下
社の山出し（秋３の柱曳航参加）、5月15日下社里曳
き見学（諏訪地区）、7月2日講演会「真田三代記」（中
信地区）、9月25日県支部交流会（諏訪湖一周ウォー
キングへの参加、昼食会＆生バンドで青春時代の歌を
歌う：諏訪地区）、10月2日しなの鉄道観光列車「ろ
くもん」のプチ旅行（東信地区）、10月30日いいやま
七福神めぐり（北信地区）を予定しています。皆様の
ご参加をお待ちしています。（詳細は後日校友会ＨＰ
に掲載しますので、ご覧ください。）
注）長野支部では、会員が行事に参加しやすいよう県内

を６地区に分け各地区ごとに行事を行っています。�
（長野支部事務局長　湯本次雄）

静岡
支部

長野
支部

平成２７年度　静岡支部総会の開催報告 
恒例となった解禁直後のボジョレーワインを堪能 懇親会は余興で大盛況

長野支部諏訪地区行事、飯田地区、上伊那地区総会開催報告



あなたも支部への扉をノックしてみませんか？
【全国 26 支部】

北海道・岩手・宮城・秋田・山形・福島・茨城・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川・新潟・富山・長野・ 
中京（愛知・岐阜・三重）・静岡・関西（滋賀・京都・奈良・和歌山・大阪・兵庫）・山陰（鳥取・島根）・ 
岡山・広島・山口・四国（香川・徳島・愛媛・高知）・福岡佐賀（福岡・佐賀）・長崎・鹿児島

それぞれの支部の連絡担当者については、校友会本部事務局までメールまたはファックスにてお問い合わせください。
（メール：sanno-koyu@joy.ocn.ne.jp 　ファックス：03-3704-9539 ）
各支部の活動は、自由が丘産能短期大学校友会ホームページでも迅速に紹介しています。ぜひご覧ください。

（ホームページ： http://www.sanno-koyu.jp/ ）
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下記日時に昨年と同じ会館に

て開催致します。総会、講演会

終了後は、同じ館内にて懇親会も開催します。是非ご

参加ください。

開催日：� 5月28日（土）13：00 ～ 16：50 

 （受付12：30 ～）

場　所：�「北とぴあ　7階　第2研修室A」 

東京都北区王子１－１１－１　

＊JR京浜東北線「王子駅」北口より徒歩２分、東京

メトロ南北線「王子駅」５番出口と直結

テーマ：�「健康美文字でキャリアアップ」 

～書き癖を直せば、自分も変わる～

講　師：�柳澤由伽理先生（筆跡カウンセラー協会会長、

産能大キャリア支援特講ゲストスピーカー）

参加費：無　料　

（＊但し、懇親会費は参加者のみ別途徴収　￥3,000

を予定）

フランスでは筆跡カウンセラーは国家資格で医師や

弁護士と肩を並べる程の職業で、アメリカ、ヨーロッ

パにおいても小中高の学校では筆跡カウンセラーが定

期的に生徒達の文字を診断し、学習面だけでなく、進

路などのアドバイスも行っています。また、企業では

社員採用時や配属において筆跡カウンセラーよるアド

バイスも行われております。講師の柳澤先生は産能短

大＆４大卒で、社員の筆跡改善を図り、会社業績アッ

プに貢献した実績をお持ちです（＊人材育成学会、事

例論文にて発表）。当日は皆さんにも文字を書いて頂

き、キャリアアップのポイントを教えて頂きますので、

筆記用具をご持参の上是非参加して下さい。

申込先　�E-mail： sannoskip@yahoo.co.jp	

Fax：03 – 6868 – 3610

＊	 プログラム詳細は同封の会報（東京在住者のみ）

に記載しております。

＊	 都外在住の方は、校友会HPもしくは東京支部

フェイスブックにてご確認頂くか、上記までご

一報お願いします。

＊	 また、プログラム内容に変更、追加の場合もご

ざいます。予めご了承の程宜しくお願いします。

東京
支部

東京支部総会＆講演会のご案内

昨年の総会時の集合写真です
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平成28年1月16日（土）、校友

会本部より遠藤筆頭理事、九州

ブロック担当の西尾理事をお迎えし、博多グリーンホ

テルにて新年会を開催しました。昨夏からの会員増加

に向けた取組みが実を結び、新たに入会された5名を

含む19名が参加しました。

宮地事務局長、坂本支部長の挨拶に始まり、西尾理

事からは校友会九州各支部の実態と今後の動向、校友

会の目的について講演いただきました。その後、遠藤

理事より「支部活性化プロジェクトマニュアル」と題

し、校友会会員の増加や支部の活性化に向けたアプロ

ーチ手順の紹介。「より多くの会員が運営に関わるこ

とが支部の活性化に繋がり、支部の発展が校友会全体

の発展、更には母校の発展に寄与する」など熱く講演

いただきました。

懇親会では、新会員の方の自己紹介や、福岡の酒自

慢をする会員さんを前に酒処・新潟からお越し頂いた

遠藤理事もタジタジ（？！）な話でお酒も進み、盛会

のうちにお開きとなりました。暫く定期総会のみの活

動だったので３年振りの新年会開催となりましたが、

久し振りに参加された方、新会員の方の「また参加し

ます！」「また会いましょう！」の言葉に福岡・佐賀

支部の新たな門出を感じた会となりました。新潟から

お越しいただきました遠藤理事、これから沢山お世話

になります西尾理事、そして参加された皆さん、あり

がとうございました！！

次回は、春に定期総会を予定しております。今回参

加出来なかった皆さんも次回はぜひご参加下さい！

当支部では、支部へ入会いただける方を募集してい

ます。また、支部活動の運営をお手伝いいただける方

も募集中です。会の見学のみ希望の方も大歓迎！どう

ぞお気軽にご連絡ください。
（福岡・佐賀支部広報担当：竹尾康子）

福岡・佐賀支部事務局

電話：090 − 4517 − 2532（事務局長：宮地克己）

E-Mail: sanno-fuku@h-sakai.com（広報担当：堺 

秀夫、竹尾康子）

福岡・
佐賀支部

新年会を開催しました！

秋晴れに恵まれた11月21日

（土）、鹿児島市のアクアガーデ

ンホテル福丸にて恒例の鹿児島

支部総会を開催しました。総会は松崎支部長の挨拶に

始まり、校友会本部からご出席いただいた西尾理事と

遠藤理事のお二人にご挨拶をいただきました。

報告・協議事項としては2月に福岡で開催された九

州支部ブロック会議、6月の東京での校友大会の報告。

そしてブロック別の講演会、勉強会などをいつかは鹿

児島で行うこともありうるという話が上がり、出席者

全員で共有できました。

総会後の懇親会では、久しぶりの県内の会員との再

会や出会いにより、本当に和気あいあいと話がはずみ

ました。余興では会員の南さんによる尺八の演奏が披

露され、懇親会の楽しいムードをさらに盛り上げてく

れました。最後は校歌斉唱。全員でテープにあわせて

歌い、楽しく支部総会と懇親会を終了する事が出来ま

した。

県内にお住まいの卒業生の皆様には校友会の総会な

どに今後ますます参加していただいて、平成28年も

鹿児島支部の活動ができればと思います。
（鹿児島支部事務局長　西之原誠）

鹿児島
支部

鹿児島支部総会を開催しました
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支部だより

※学内広報誌「花みずき」より許可を得て転載

「東京・深川門仲ご利益コース」を散策しました

９月２７日、定期散策イベントとして東京・深川門仲ご利益コー

スを江東区観光ガイドのご案内により散策してきました。

幸い、天候にも恵まれ個人では得られない知識も得ることができ、

散策後の親睦会では、普段は食べられないようなイタリア料理も楽

しむことができ、とても有意義な一日となりました。

今回は、７名の参加でしたが、今後も散策イベント等を開催します。

ぜひ皆様のご参加をお待ちしております。

（校友会グループ「こなくる」代表・石崎善郎）

こなくる公式ホームページ http://conacrew.mad.buttobi.net/

校友会グループ・こなくる

PATIO 電子版
登録受付中！

本誌 PATIO の秋号（9 月ごろ
発行）は、電子版で配信いたし
ます。登録方法は、校友会ホー
ムページより必要事項と配信の
お知らせを受け取るためのメー
ルアドレスを登録するだけです。

全頁フルカラーで文字の拡大・
ワードの検索もできる便利な
PATIO 電子版にぜひご登録くだ
さい。
※登録方法の詳細は P15 または

校友会のホームページをご覧
ください。

●校友会ホームページ
http://www.sanno-koyu.jp/ 
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2015年9月30日、母校自由が丘キャンパスにおい

てワンダーフォーゲル部OB会を行いました。

当日は、キャンパスを見学した後、図書館内の 

「上野陽一記念文庫」を訪問しました。

すると、その場で偶然、上野一郎先生にお会いする

ことができました。

もちろんわれわれは大喜びで記念写真を撮らせてい

ただき、通学していたころの話に花が咲きました。

先生の50年前の記憶の確かさには一同驚きました。

また、先生のとてもうれしそうなお顔が印象的で、 

夕刻からの懇親会においても先生の話題で大いに盛り

上がりました。

あのときの笑顔がワンダーフォーゲル部OBとの最

後となってしまったことが、残念でなりません。ご冥

福をお祈りいたします。

ワンダーフォーゲル部OB会一同

「上野一郎先生に、お会いすることができました」

上野一郎名誉顧問（前理事長、産業能率大学　第5代学長）が、昨年12月27日に

90歳で逝去されましたので、ここに謹んでお知らせいたします。

葬儀等は近親者のみで執り行われました。

学校法人産業能率大学

訃報

ワンダーフォーゲル部
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本誌発行形態の変更についてのお知らせ

従来年2回（春・秋）発行の本誌ＰＡＴ
ＩＯにつきまして、現在紙版は年1回春号
のみ発行とし、秋号は本会ホームページ
にＰＤＦ版（コンピュータの機種に関係
なく読むことのできる電子文書）を掲載
し、そちらをご覧いただくこととなって
おります。

ホームページには全国の校友の活動な
ども随時掲載しておりますので、ぜひご
覧ください。

http:www.sanno-koyu.jp/
なお、インターネット環境の未整備等

によりホームページにおけるＰＤＦ版の
閲覧が困難な皆様には、ご希望によりプ
リントアウトしてお送りいたしますので、
右のはがき通信欄の「紙版ＰＡＴＩＯ送
付希望」欄の に をご記入のうえお送り
ください。
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「校友会運営賛助金」への暖かいご支援ありがとうございました
	317名様から合計355口：355,000円（平成27年3月1日〜平成28年2月29日）

累計　1,102,000円

●現在のPATIOの発行形態について

2016年	 2017年

春（本号/vol.86） 秋（9月頃/vol.87）春（3月頃/vol.88）

○ ※ ○
○ … 会員の皆様のご自宅に冊子を送付しています。
　　　（※PATIO不要の連絡者、住所不明者を除く）
※ … ユーザ登録者へ閲覧用URLをメールします。クリッ

クするとインターネット上でPATIO電子版（PDFフ
ァイル）をご覧いただけます。（※紙版PATIO送付
申込み者のみ冊子を送付）

今秋発行の PATIO vol.87 は校友会ホームページよ
り PATIO 電子版のユーザ登録を行うことでご覧いた
だけます。

インターネット環境がない・メールアドレスをお
持ちでない方は、PATIO 付属のはがきにて「□紙版
PATIO 送付希望」にチェックを入れてお申込みくだ
さい。
※前回お申込み済みの方は紙版 PATIO 希望者として
登録済みですので、改めて申込む必要はございません。

PATIO電子版はフルカラー！
記事の拡大・ワード検索も自在！Web版 PATIOの登録は３ステップ！

STEP １. ホームページから仮登録　校友会のホームページ左下にある
『PATIO 電子版ユーザ登録はこちら』
をクリックし、
①卒業生コード ※、②お名前、③メー
ルアドレス（携帯不可）を入力し送信
する。

※�卒業生コードとは PATIO 配達時の住所ラベルに記載されている（19 ま
たは 20 で始まる）12 桁の番号です。

STEP２. 自動返信メールのURLをクリック　 STEP １で登録したメール
アドレスに登録完了用の自動返信メール（当日中）が届くので、〔登録完了
アドレス〕のURLをクリックして登録作業を完了する。
※�登録完了しておらず仮登録のままになっている方が見受けられます。必

ず返信メールをクリックして登録完了してください。
※ �STEP1 で入力したメールアドレスに誤りがあると、返信メールが届き

ません

STEP ３. 結果の確認　 卒業生コード、氏名から校友会員と確認され次第、
登録承認のメール（数日かかります）が届いたら登録完了です。承認され
なかった場合は STEP1 の入力内容に誤りがあります。卒業生コード等、
不明の場合は校友会事務局へお問い合わせください。
※�卒業生コードの入力誤りによる承認不可が多いです。正確にご入力くだ

さい。
※ �PATIO 送付ラベルの住所、氏名から変更がある場合は、ホームページ

または PATIO 付属のはがきから、変更の手続きを行ってください。

＜校友会ホームページURL　http://www.sanno-koyu.jp/＞
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「募金趣意書」同封のご案内

拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。皆様方におかれましては、日々学習に取り組まれていることと存じ
ます。
さて、このたび「募金趣意書」を同封させていただきました。この趣意書は、在学生・卒業生の皆様や本学に係わる方々に広
く募金を呼びかけ、ご協力をお願いしているものです。
皆様から寄せられました寄付金は、優れた教育内容を提供するために教育研究の維持向上を図ること、キャンパス内の施設・
設備の拡充により、教育内容にふさわしい環境を整備すること、本学の奨学金制度の原資である奨学基金等の一部に充当する
こと等により、有効に使わせていただいております。
このような募金の趣旨をご理解いただき、ぜひご協力賜わりますようお願い申し上げます。

敬具

学校法人産業能率大学　募金委員会事務局
（法人本部総務部内）
電話　03-3704-9030
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１．申請方法
以下の①～④を本学の証明書発行係へご郵送くださ
い。個人情報の管理を徹底するため、電話やＦＡＸに
よる受付はできません。証明書の発行には、10日前後
必要とする場合がありますので、余裕をもってお申し
込みください。
①証明書発行願：通信教育課程のホームページにある
証明書発行願をプリントアウトしてご使用ください。
「自由が丘産能短期大学　通信教育課程」→「卒業生
の方へ」→「証明書等の申請について」→「証明書発行
願〈大学・短大〉について」と進んでください。証明
書発行願（ＰＤＦ）を印刷して必要事項を記入してくだ
さい。

（http://www.sanno.ac.jp/tukyo/student/form1.html）

②本人確認ができる書類：運転免許証・保険証・パス
ポート等のコピーを同封してください。

③発行手数料：合計通数相当分の切手を同封してくだ
さい。
和文証明書：300円／通　英文証明書：600円／通

④返信用封筒：返信先を記入し、返信料の切手を貼っ
た返信用封筒（長形3号封筒 縦23.5×横12cm）を
同封してください。

２．証明書の種類
◇「卒業証明書」…本学を卒業したことを証明する
記載項目〔�◆氏名◆生年月日◆学科名◆通信教育課

程◆卒業年月〕
◇「成績証明書」…�授業科目の名称・単位数・評価等

を証明する
記載項目〔�◆学生番号◆氏名◆生年月日◆学科名◆

通信教育課程◆入学年月◆卒業年月◆修
得単位数〕

通 �信教育課程 卒業生 卒業証明
書等の証明書発行の申請について

◆2016年（平成28年）3月14日発行 発行所：自由が丘産能短期大学校友会 〒158－8630 東京都世田谷区等々力6－39－15 Tel：03－3701－0008
　Fax：03－3704－9539　e-mail：sanno-koyu@joy.ocn.ne.jp　◆発行人：平石　俊夫　◆編集人：田口　淳子

事務局へのご連絡は左のハガキにて

どうぞ

◆住所変更等、事務局へのご連絡は
左のハガキをご利用ください（恐
れ入りますが所定金額の切手を貼
付してください）。

※校友会のホームページからも住所
変更等の手続きが可能です。

※PATIO電子版のユーザー登録方法
については本誌15ページをご覧く
ださい。


